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  	  		後払いアプリとは？

まず、後払いアプリについて説明します。

後払いアプリとは、商品が届いた後に支払いができるスマホ決済サービスですとなっており、今までになかったサービスとなります。

しかも、簡単な手続きをすれば、いますぐに利用できるのが特徴となっており、審査は一切ありません。

後払いには普通クレジットカードが必ずクレジットカードが必要になるところですが、後払いアプリを使えばクレジットカードがもしもなくても店舗での買い物が可能となります。

他サイトでも下記のように解説しています。


後払いアプリとは買いもの決済の支払いを後回しにして、先に商品を受け取ってから支払いをすることを可能にするアプリの総称です。

引用元：後払いアプリおすすめ19選！



後払いアプリのメリットはなにがある？

最大のメリットは、面倒臭い審査や手続きがいらないことで誰でも手軽に簡単に使えることです。

給料日の前など手持ちのお金がなくても全然問題ありませんし、

実物の商品を確認してから支払いが出来るのもメリットと言えるでしょう。

正直なところ、ネットショッピングで商品の実物が見れないのは普通に怖くないでしょうか。失敗を恐れる気持ちは誰にでもあるはずです。

それと、ほかのキャッシュレス決済に比べると、利用できる金額が少ない傾向にあります。

なので使いすぎる人にはピッタリだと思います。

限度額が決まっているので使いすぎる心配もないと言えるでしょう。

実際にどんな後払いアプリがあるのか？

ここからは、代表的な後払いアプリを紹介します。

バンドルカード

株式会社カンムが提供するVisaプリペイドカードです。

あらかじめお金をチャージしておけば、Visa加盟店でクレジットカードとして利用できます。

チャージ方法が豊富なことはバンドルカードの大きな特徴です。

最大利用金額は5万円で、1カ月間の利用分を翌月末までにまとめて支払う仕組みとなっております。

ポチっとチャージは後払いができる便利な機能ですが、安くない手数料がかかる点に注意しましょう。

Paidy（ペイディー）

SMS認証だけで始められ、1カ月分の代金をまとめて翌月払いにできます。

本人確認の手続きをして『Paidプラス』にアップグレードすると、3回までの分割払いが使えます。

atone（アトネ）

『NP後払い』で知られる株式会社ネットプロテクションズホールディングスが提供する後払いアプリです。

スマホでSMS認証をするだけで始められ、主にネットショップで利用できます。1カ月間の利用分を翌月の支払期限日までにまとめて支払う仕組みです。

こういった様々な後払いアプリがございます。

どれも手軽に簡単にご利用頂けるサービスとなっておりますので是非始めて見ては如何でしょうか。
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